
真に投資家が求める統合報告書とは

これから取り組む統合報告書・SDGs
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本資料は、「統合報告、SDGsセミナー」講演資料のサマリー版となります。
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本⽇お伝えしたいこと
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PRI（責任投資原則）は署名者リストの⾒直しを実施。 ESGへの宣⾔だけでなく、実践が求められる時代に。

◀PRIにおいて初めて、署名者リストからESG運⽤に
積極的ではない資産運⽤会社５社が除外された。

“名ばかり”PRIは⾒直され、リスト掲載者であることの
意義がより⾼まった。

Exclusive: Five groups ousted from U.N.-backed responsible 
investment list
（5つのグループは国連が推進する責任ある投資家リストから除外された）
記者︓Simon Jessop @Reuters 掲載⽇︓9⽉28⽇
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《⽇本版スチュワードシップ・コード》再改訂により、サステナビリティ（ESG要素を含む中⻑期的な持続可能性）の考慮が
盛り込まれた。

2020年3⽉改定
「責任ある機関投資家」の諸原則
≪⽇本版スチュワードシップ・コード≫ 

◀スチュワードシップ責任の要素として、「運⽤戦
略に応じたサステナビリティ（ESG 要素を含む
中⻑期的な持続可能性）の考慮」が盛り込ま
れた。

出典︓⾦融庁HP＞スチュワードシップ・コード（再改訂版）の確定について
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証券取引所や経済産業省において、ESG情報開⽰を促進する動きが強まる。

2020年3⽉発刊
⽇本取引所（JPX）グループ及び東京証券取引所
「ESG情報開⽰実践ハンドブック」
ESG 情報の開⽰を検討する上場会社が、第⼀歩を踏み
出すために役⽴つ参考情報を提供する ことを⽬的として、
作成された。

2020年9⽉
経済産業省
「⼈材版伊藤レポート」
持続的な企業価値の向上と⼈的資本に関する研究会
報告書にて、⼈材⾯での開⽰が益々推奨される。
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2018年のESG投資額の状況。
グローバル︓30.7兆ドル（2年間で37％増） ⽇本︓232兆円（2年間で307％増）

（出典︓Global Sustainable Investment Review 201８ (GSIA))

GROWTH OF SUSTAINABLE INVESTING ASSETS BY REGION IN LOCAL CURRENCY 
2014–2018 
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COVID-19を受け、ESGにおける「Social」への関⼼が⾼まっている。

1.有給休暇の提供
2.健康と安全の優先順位付け
3.雇⽤の維持
4.サプライヤと顧客の関係を維持する
5.財務の健全性
※５．財務の健全性には、「企業が⾃社株買いを⼀時停⽌し、この危機の期間
中、経営幹部および上級管理職の報酬を制限することにより、有権者の苦境に対す
るサポートを⽰すことが含まれる」とされている。

◀ ICCR(⽶国機関投資家団体）による
【コロナウイルス対策に関する投資家声明】

2020年4⽉時点で307の機関投資家や運⽤機関声
明が賛同（運⽤残⾼は8.4兆⽶ドル）
• 投資先の企業の⻑期的な操業可能性は、従業員、サプライヤー、顧
客、コミュニティなどの利害関係者の福祉と密接に関連。
• 企業のマネジメントチームと取締役会に、この声明に賛同することを呼び
かけ、以下の１〜５のステップを考慮することを強く推奨。

出典:ICCRウェブサイト
https://www.iccr.org/sites/default/files/page_attachments/inves
tor_statement_on_coronavirus_response_04.23.2020.pdf

7



1. 統合報告をとりまく環境

2. 統合報告書の基本

3. 投資家インタビューを踏まえた統合報告書制作のポイントとベストプラクティス

8



経済産業省「価値協創ガイダンス」による統合報告書作成の構成要素。

出典︓経済産業省「価値協創のための統合的開⽰・対話ガイダンス」より

⾒えざる資産や
ESG戦略などが
盛り込まれている

コンテンツの
つながりが重要
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国際統合報告評議会（IIRC）フレームワークによる統合報告書の作成ポイント。

戦略的焦点と将来思考
情報の結合性
ステークホルダーとの関係性
重要性
簡潔性
信頼性と完全性
⾸尾⼀貫性と⽐較可能性

指導原則（作成・表⽰の基礎）

組織概要と外部環境
ガバナンス
ビジネスモデル
リスクと機会
戦略と資源配分
実績
⾒通し
作成と表⽰の基礎

内容要素（含まれるべき内容）

左記の原則を踏まえ
右記の要素を構成
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IIRCフレームワークの改訂が進⾏中。
2020年2⽉、IIRCは改訂に向けたプロジェクトを開始。改訂にあたり3つのトピックについて、コメント募集を実施。
2020年11⽉から12⽉の間に改訂版のフレームワークが承認・公表される予定。

▼改訂においてIIRCが提⽰した3つのトピック

１．統合報告書に対する責任
（改訂案の内容）
• 「ガバナンス責任者からの表明」の内容

を3つから2つに変更する⼀⽅、関連す
る委員会を含むガバナンス責任者の
役割といった、ガバナンスのプロセスを
補⾜情報として開⽰することを推奨

• また、地域や⽂化、法制度、企業の規
模等によってガバナンス構造が異なる
可能性を考慮する必要があることを追
加

２．ビジネスモデルに関する検討事項
（改訂案の内容）
• アウトプットとアウトカムの違いの説明
• ポジティブ及びネガティブのアウトカム

の説明

（例）⾃動⾞メーカーの場合

中核となるアウトプット︓⾃動⾞
ポジティブアウトカム︓社会とのコネクティビティ、顧客の利
便性・満⾜度の向上、地⽅税納税への貢献
ネガティブアウトカム︓交通事故、化⽯燃料の枯渇、⼤
気汚染

３．今後の展望
• 統合報告書の⽬的
• 企業報告におけるテクノロジーの役割
• 統合報告の保証
• 企業報告に影響を与え得るその他の

事項

しばしば混同されがちな
テーマが検討事項に。
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代表的なESG格付け機関であるMSCIは、ESG格付けの主なモデル変更を実施。
2020年11⽉にすべてのスコアとデータを更新し、2021年6⽉までに影響を受けた企業に対してレビューを実施予定。

１．GOVERNANCE 
• メソドロジー（評価⽅法）のアップ

デート
 ガバナンスのスコアの変更
 企業⾏動テーマの変更

• 適⽤範囲の拡⼤
 企業⾏動テーマが全企業の

ESG格付けに適⽤

2．⾦融セクター

• メソドロジー（評価⽅法）の更新
 環境、社会のキーイシューの

変更

※⾦融セクターのみ影響

3．Community Relations

• 新しいキーイシューの追加
 地域社会への悪影響や⼈

権侵害に起因した事業運
営上のリスクを評価

※関連するセクターのみ影響

ガバナンスの項⽬については、
今回の変更によりウェイトが増加（32％→39％）

するため、ガバナンス情報の不⾜がスコア低下の
要因となる可能性がある。
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＜発⾏後に期待すること＞
✔発⾏後、数年をかけた改善に期待。報告書づくりをきっかけとした経営改善にも。

＜ターゲット・編集⽅針＞

✔読み⼿は投資家。ターゲットを明確にしたメッセージは、結果的に他の読者層にも響く。
✔ボリュームを絞ってまとめる努⼒を。まとめ上げる能⼒も評価の⼀つ。

＜重要コンテンツの考え⽅＞

✔経営者の声で、ありのままの想いを。⽂章の優劣ではなく、本⼼が伝わるかどうか。
✔パーパス（存在意義）を定義し、経営の在り⽅を紐解く。
✔⻑期ビジョンからバックキャスティングして、経営計画とESG戦略をシームレスに語る。
✔価値創造プロセスの中にマテリアリティを組み込むことはマスト。
✔マテリアリティもSDGsも、企業価値向上の視点で解説し、優先順位づけが重要。
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投資家インタビューのまとめ



短期経営計画の基本的な考え⽅である「新たな商社像」について、CEOの実体験を交え、経営
⽅針、課題、具体的な戦略を記載することで、企業の成⻑性を訴求。

伊藤忠商事様 統合レポート2020
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Afterコロナに向けた今後のビジョンにフォーカスし、「コロナによる影響と今後の⾒通し」と「コロナ後
の⻑期的な⽅向性」にテーマを絞って全体を構成。終始、社⻑の語り⼝による⼿紙のような⽂章。

丸井グループ様 共創経営レポート 2020
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冒頭４ページにわたるメッセージは、社⻑⾃らの「考え」「思い」が伝わる⽂章の構成。
堅すぎない、⾃然な書きぶりの中で本⼼が伝わってくるメッセージ。

オリックス様 統合報告書 2020
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「⾃分が考えていること」が伝わるメッセージ。会社（経営）の考えという書き⽅でなく、「私が考えて
いること」という書きぶりで、社⻑の頭の中が伝わってくる⽂章表現。

ツムラ様 統合報告書 2020
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紋切り型ではない、独⾃の価値創造モデルを作成。
パーパスを軸に、グループ全体としての価値をシンプルに分かりやすく伝えている。

ソニー様 Corporate Report 2020 統合報告書

Purpose（存在意義）
を定義
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ピジョン様

統合報告書2020

価値創造ストーリーでは、Wayを起点としてPurposeとStrategyを構成。創造する企業価値の
うち社会価値の側⾯では、重要課題を軸に、貢献するSDGsについても⾔及。

Wayの中におけるPurpose
の位置づけを整理

社会価値の創造については
重要課題でSDGsを整理。
ゴール3（健康と福祉）は
最優先であることがわかる。
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荏原製作所様

10年後のありたい姿からバックキャスティングし、5つのマテリアリティを選定。社会⾯・環境⾯それ
ぞれの⽬標と、結果として⽣み出される経営へのパフォーマンスを解説。

統合報告書2020
社会・環境価値の向上

経済価値の向上
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成⻑戦略パートの中で、2050年に向けた「サステナビリティ⽬標」をゴールとして、2030年度まで
の注⼒分野と価値創造ストーリー、そして、具体的数値⽬標をSDGsとともに掲出。

横河電機様 YOKOGAWAレポート 2020

注⼒分野と価値創造、
2030年度⽬標を
SDGsとともに開⽰
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グループ重要リスクの特定フローや、リスク評価をリスクマップで表すとともに、リスクへの対応⽅法
や管理⽅法を分かりやすく説明。

コニカミノルタ様 統合報告書 2020

発⽣可能性、時期、影響度を
それぞれ分析。また、

新型コロナウイルスに関するリ
スクについても記載。
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価値創造パートの中の「バランスシートで⾒るオリックス」では、財務資本戦略に絞って図解。
財務戦略上の各リスクへの認識とマネジメントの考え⽅、資本効率向上策について詳述。

オリックス様 統合報告書 2020
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冒頭の「YOKOGAWAの価値観」パートでは、たゆまぬ変⾰のあゆみとして、事業内容の遍歴をグ
ラフで掲出。戦前から現在に⾄るまでのポートフォリオの変化が⼀⽬でわかり、事業の選択と集中
を進めていることが理解できる。

横河電機様 YOKOGAWAレポート 2020

事業の選択と集中が
⾒て取れる
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